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1 

Visual Paradigm for UML 7.2 Community Edition のインストール手順 

※現在の最新バージョンは 8.1 です。下記を参考にインストールしてください。 

http://www.visual-paradigm.com/へアクセスし、Downloads へ移動する 

 

 

Get Community Edition をクリックする 

 



 

ソフトウェア工学特論Ⅲ ２０１1 

2 
Get Community Edition を再度クリックして、ファイルをダウンロードする 

 

 

 

ファイルを保存する 

 

 

 

保存先を選択する 
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3 
保存され、アイコンが表示される 

 

 

Create a Visual Paradigm Account をクリックして、アカウントを作成する 

 

 

解除キーを受け取るための電子メールアドレス入力する 
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4 
下へスクロールして、適当な個人情報とこれを変更するためのパスワードを入力する 

 

 

解除キーをダウンロードするためのアドレスを示したメールが届く 

 
 

アドレスから解除キーをダウンロードして保存しておく 
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5 
ダウンロードした下記のファイルを実行して、インストールを開始する 

 

 

 

ウイザードが起動する 

 

 

 

Next をクリックして次へ進む 
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6 
ライセンスに同意し、Next をクリックして次へ進む 

 

 

 

インストール先を確認し、Next をクリックして次へ進む 
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7 
スタートメニューの設定を確認し、Next をクリックして次へ進む 

 

 

 

拡張子の関連付けを確認し、Next をクリックして次へ進む 
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8 
Visual Paradigm for UML 7.2 を選択し、Next をクリックして次へ進む 

 

 

 

Edition から Community を選択する 
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9 
下へスクロールして好みのマニュアルの形式を選択し、Next をクリックして次へ進む 

 

 

 

Single License Key を選択して解除キーを選び、Next をクリックして次へ進む 
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10 
追加のファイルがダウンロードされる 

 

 

 

Finish をクリックしてインストールを完了する 
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11 
Visual Paradigm for UML が起動した後、Tools を選択する 

 

 

 

プルダウンメニューから Options を選択する 
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12 
ダイアログの左欄から General を選択し、右欄から Appearance を選択、さらに User Language か

ら Japanese を選択して、Apply をクリックする 

 

 

 

アプリケーションの再起動を促すメッセージが表示されるので、了解をクリックした後でアプリケーシ

ョンを再起動する 
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13 
日本語でアプリケーションが起動する 

 

 


